
 
 
 
 

 

 
かけぬけろ 仲間とともに 勝利への道 

晴天の中 運動会開催 
 
 

   
 

   
 

 ９月２８日（土）は晴天に恵まれ、滝沢市教育委員会 渡邉 康二 学校教育指導課長をはじめとし

たご来賓の皆様、たくさんの保護者の皆様が見守る中、運動会が行われました。 

開会式は、全員整列、入場行進後、紅白組団長の    さん、    さんが堂々と力強く開会

宣言を行いました。準備運動のラジオ体操は、特に、１年生にとっては、自分の立ち位置を確認しな

がら整列することや、みんなと揃って同じ動作をする経験は少なかったのですが、この運動会の練習

の間に、きちんと整列ができ、揃った動きをすることができるようになりました。そして、練習の時

からよいお手本となってくれたのは２年生の皆さんでした。 
徒競走は全学年が行いました。１年生にとっては初めての５０ｍ走となりましたが、コースを外れ

ることなくみんなが走りぬきました。他の学年も、その学年に応じた力走を見せてくれました。途中

で、転んでしまった子もいましたが、すぐに立ち上がって走る様子に「最後までやり通す心」を感じ

ました。 

チャンスレースは、3，5 年生が行いました。３年生では、校長先生と同じ色のカードを選べばす

ぐにゴールできるという競技でしたが、違った色を引いた人も最後まであきらめずにそれぞれの色が

示すお題をクリアしてゴールに向かう姿が印象的でした。５年生は、会場内から、条件にあった人を

探す競技でしたが、会場の皆様のご協力もあり、一緒にゴールする姿に微笑ましいものがありまし

た。駆け付けて下さった保護者の皆様、大変ありがとうございました。 

低学年の団体競技は玉入れでした。前半の部分ではかわいいミッキーダンスの披露がありました

が、紅白両軍ともに応援団を中心として全学年が１・２年生と一緒に踊る姿は、とても微笑ましく、

今や東小運動会の名物になっています。 

中学年の団体競技は綱引きでした。全力で綱を引き合う姿に見ている方も思わず力が入り、手に汗

握る瞬間の連続に会場も大いに盛り上がりました。 

高学年の団体競技は、数多くのタイヤを取り合う競技でした。高得点の「ゴールドタイヤ」を狙う

か一本ずつタイヤの得点を積み重ねるか、子ども達の知恵をはたらかせた作戦と判断、そして、協力

する姿がたくさん見られた競技でした。また、精一杯競った後、負けても悔しさを引きずることのな

いきびきびとした姿にも高学年らしさが表れていました。 

競技の最後は、低学年、高学年のリレーでした。低学年は、一生懸命走る姿、高学年は、見事なバ

トンの受け渡しが特に印象に残りました。さすが、選ばれた代表選手と感じました。 

運動会では、競技だけでなく、各係活動も子ども達を育てる貴重な機会と考えています。今回も、

ひかりの森の子どもたち 
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進行係、応援リーダー、児童係、出発係、決勝係、誘導係、採点係、用具係、救護係、接待係、児童

会執行部に５，６年生が分かれ、準備の段階から積極的に活動し、当日もきびきびと役割を果たす姿

は大変すばらしかったです。また、競技のため５，６年生が抜けた時、代わりに自主的に活動した４

年生にも大きな成長を感じました。 

閉会式では、暑い中、疲れていたにもかかわらず、整然と並ぶ姿に、子ども達一人一人がスローガ

ンを意識して最後まで頑張り抜いたことがとてもよく伝わってきました。競技では、赤組が勝利しま

したが、勝敗にかかわらず、一生懸命な「かがやく自分」がたくさん見られたよい運動会になったと

感じています。 

 最後になりましたが、駐車場係を引き受けていただいた【おやじの会～Ikumen s】の皆様、子ども

達の暑さ対策のために大量のテントをお貸し下さいました川前自治会様、後かたづけにご協力下さい

ました保護者の皆様に深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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「ジャンボリー ミッキー！」で 

レッツ♪ダンシング！！！ 

白組の力強い応援 

「勝利！もってこ～い！！！！」 

1 年生５０ｍ徒競走 

ゴールに向かって元気よくスタート 

中学年「風を切ってひっぱれ 

2024」負けるな、ひけー！ 

5 年生チャンスレース 

一緒に走っていただき感謝！ 

高学年リレー 

白熱のレースが展開されました。 

高学年によるタイヤ争奪戦！ 

「何が何でもとるぞ～！！」 

赤組の応援にも熱が入ります。 

「フレー！フレー！紅組！！」 

低学年リレー 

上手にバトンをつないで走りました。 


